
（呼吸器内科・アレルギー内科）

１．概　　要
　当科は、９名の専任スタッフ（鈴木呼吸器内科第１部長［外来治療センター部長兼任］、権田呼吸器
内科第２部長［感染症管理センター部長兼任］、竹山副部長、菅沼副部長、真下副部長、安藤医師、福
井医師、安井医師、三竹医師）で入院・外来患者の診療を担当している。日本呼吸器学会、日本アレル
ギー学会、日本呼吸器内視鏡学会の教育認定施設として登録され専門医の育成に努めている。地域がん
診療連携拠点病院として東三河地区での代表として活動している。鈴木部長は ASCO のアクティブメ
ンバー、日本がん治療認定機構の暫定指導医であり、オンコロジー領域での専門家の育成に努めている。
基本コンセプトとして、患者のQOL や満足度を重視して、個々の患者に応じた適切な治療を実施して
いる。私たちスタッフは、それぞれが関連学会の専門医・指導医の資格を持ち認定施設として後輩の指
導・育成に当たるのはもちろん、国際的なレベルまで診断能力や治療成績を上げるように名古屋大学呼
吸器内科と密接に連携して教育や研究にも努めている。
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呼吸器内科

人523,2:数者患新度頻別患疾

人523,2:数者患新度頻別患疾別月

肺炎 677人 29.1%

喘息 202人 8.7%

気管支及び肺の悪性新生物
173人 7.4%

呼吸不全 165人 7.1%急性気管支炎 144人
6.2%

間質性肺疾患 123人
5.3%

慢性閉塞性肺疾患
108人 4.6%

呼吸器結核 81人 3.5%

胸水 73人 3.1%

気道からの出血 70人
3.0% その他 509人 21.9%
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肺炎 喘息 気管支及び肺の悪性新生物 呼吸不全
急性気管支炎 間質性肺疾患 慢性閉塞性肺疾患 呼吸器結核
胸水 気道からの出血 その他



呼吸器内科

人403,1:数者患新 患疾５定指科　

1 肺炎 ６７７人
2 気管支喘息 ２１７人
3 肺癌 １７２人
4 間質性肺炎 １３０人
5 慢性閉塞性肺疾患 １０８人

　　計 １, ３０４人

肺炎 新患者数:677人

病原体不詳の肺炎
451人 66.6%誤嚥性肺炎 54人 8.0%

マイコプラズマ肺炎
49人 7.2%

肺炎球菌肺炎 43人 6.4%

クラミジア肺炎 25人
3.7%

ニューモシスチス肺炎
16人 2.4%

ブドウ球菌による肺炎
10人 1.5% その他 29人 4.3%



＜呼吸器内科＞

№ 演　　題　　名 発表者及び
共同研究者 学会・研究会名 発表年月日

1 当院における超音波気管支鏡ガイド下針
生検 (EBUS-TBNA) 施行症例の検討 竹 山 佳 宏 第35回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 2012/5/30

2 当院における超音波気管支内視鏡ガイド下
針生検 (EBUS-TBNA) 自験例56例の検討 佐 藤 和 秀 第35回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 2012/5/30

3
2nd-lineとして
CBDCA+Pemetrexed+Bevacizumabと
その維持療法が著効した乳房単独転移肺
癌の１例

佐 藤 和 秀 第10回日本臨床腫瘍学会学術集会 2012/7/27

4 乳癌治療中にニューモシスチス肺炎とク
リプトコッカス肺炎を重複発症した１例 寺田万紀子 日本内科学会

第218回東海地方会 2012/10/28

5 肺小細胞癌のびまん性肝転移により引き
起こされた劇症肝不全の２剖検例 三 竹 千 尋 第120回日本結核病学会東海地方学会／

第102回日本呼吸器学会東海地方学会 2012/11/10

6 胸膜癒着が有効であった特発性乳び胸の
１例 安 井 裕 智 第120回日本結核病学会東海地方学会／

第102回日本呼吸器学会東海地方学会 2012/11/10

7
高周波スネアとAPC (Argon Plasma 
Coagulation) により治療した気管内多形
腺腫 (Pleomorphic Adenoma) の１例

三 竹 千 尋 第44回日本呼吸器内視鏡学会中部支部
会 2012/12/8

8 気管内異物の２例 安 井 裕 智 第44回日本呼吸器内視鏡学会中部支部
会 2012/12/8

学会発表



座長・司会

＜呼吸器内科＞

№ 演　　題　　名 座長名 学会・研究会名 発表年月日

1 特別演題座長 鈴木隆二郎 S

2 特別講演座長 鈴木隆二郎 CJLSG 学術講演会  2012/3/10

3 クロージングリマーク 鈴木隆二郎 CINV フォーラムin三河 2012/3/16

4 特別講演座長 鈴木隆二郎 第22回三河肺腫瘍研究会 2012/10/12

5 イブニングセミナー座長 鈴木隆二郎 第101回日本呼吸器学会東海地方学
会 2012/6/23

6 特別講演座長 鈴木隆二郎 東三河学術講演会 2012/6/3

7 特別講演座長 鈴木隆二郎 東海胸研７月例会 2012/7/13

8 総合司会 鈴木隆二郎 第３回三河胸部腫瘍フォーラム 2012/10/5

9 特別講演座長 鈴木隆二郎 第74回東三河呼吸器疾患研究会  2012/10/27

10 オープニングリマーク 鈴木隆二郎 9th Lung Chemotherapy 
Symposium in Nagoya  2012/11/15 



講　　演

＜呼吸器内科＞

№ 演　　題　　名 演者名 学会・研究会名 年月日

1 E m e r g i n g  N e x t  G e n e r a t i o n 
Immunotherapy 佐 藤 和 秀 31/7/2102会例月７研胸海東

2 ペメトレキセド、カルボプラチン、ベバ
シズマブの使用経験２ 佐 藤 和 秀 第３回三河胸部腫瘍フォーラム 2012/10/5

3 第74回東三河呼吸器疾患研究会 加 藤 俊 夫 72/01/2102演講別特



論文・著書

＜呼吸器内科＞

№ 題　　　　名 発表者及び
共同研究者 雑　　　誌　　　名

1 気管支鏡検査により診断された乳癌根治術
後15年目の体側胸膜・肺転移の１例 佐 藤 和 秀 The Journal of the Japan Society for 

Respiratory Endoscopy

2
CBDCA+Pemetrexed+Bevacizumab and 
Its Maintenance Chemotherapy in a Case 
of Solitary Breast Metastasis from a Lung 
Adenocarcinoma Resistant to Gefi tinib

Kazuhide Sato Case Reports in Oncology 2012;5:546-553


